
アニーリングを用いた効率的な制約充足問題ソルバの実装
ー制約充足問題をアニーリングで解こうー

1 背景
私は、様々な社会的問題を解決するための新たな手段として、アニーリングを用いる
方法を普及させたいと考えている。2019年度のプロジェクトで開発した SpoonQは、
主に初心者のユーザーがアニーリングに関する専門的な技術を学ぶこと無く、問題を
アニーリングによって手軽に解く方法を提供する。しかしながら、SpoonQを用いた
方法は、古典コンピュータによる既存の問題解決手法とは全く異なるものであり、既
に既存の SATソルバを活用しているユーザーに対して、SpoonQを用いたアニーリン
グの活用を提案することは困難である。
今年度のプロジェクトでは、制約充足問題を入力し、アニーリングを用いて効率的
に求解できるソルバを実装する。制約充足問題は古典コンピュータを用いた既存の
問題解決手法において広く使われている。制約充足問題のソルバを提供することで、
既存の手法を活用しているユーザーに対しても、アニーリングを利用するためのツー
ルを提供することができる。その結果、2019年度の成果物と合わせて、より広いユー
ザー層に対して問題解決のための手段を提供できるようになることが期待される。さ
らに、SpoonQからこのソルバを活用できるようにすることにより、SpoonQを用いる
場合でも、より効率的に問題を解くことができるようになると考えられる。

2 目的

制約充足問題とは
与えられた条件すべてを満たす実行可能解を求める問題。

塗り分け問題 8-Queen問題 ペンシルパズル⇒世の中の様々な問題は制約充足問題で表される
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(a) 制約充足問題の例

SATソルバについて
制約充足問題を解く方法 ⋯SATソルバを用いる

制約充足問題

CNF形式※の問題

実行可能解

制約記述言語
(Sugarなど)

SATソルバ
による求解

解の対応づけ

※ 後で説明
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(b) SATソルバを用いた制約充足問題の解き方

図 1 制約充足問題について

図 1(a)に示すように、世の中に存在する様々な問題は制約充足問題で記述される。
そのため、制約充足問題を解く方法は古くから研究されている。そのうち最も有名な
ものは古典コンピュータ上における SATソルバを用いる方法である。SATソルバを
使う場合、図 1(b)に示すように、制約充足問題を制約記述言語によって記述し、制約
記述言語処理系を用いてCNF形式の問題に変換し、さらに SATソルバを用いて解を
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